クラウス-D. ヘンケ編集『「第三帝国」下のドレスナーバンク』（（Hrsg.） Klaus-Dietmar Henke, Die Dresdner Bank im Dritten Reich, 2006 München）［２］ by 山口 博教
北星論集（経）　第 56 巻　第２号（通巻第71号） March  2017
─ 171 ─
キーワード：「第三帝国」下のドレスナーバンク，「アーリア化」，併合・占領諸国における拡張
Key words：Dresdner Bank in the Nazi Era, Arianization, 


















































An Overview of Die Dresdner Bank im Dritten Reich  edited by Klaus-
Dietmar Henke, 2006, München (2) 
This paper provides an abridged translation of the foreword by the 
series editor, Klaus-Dietmar Henke, the forewords by the individual 
authors of each of the four volumes in this series, and the table 
of contents. The theme of volume 2 is “The Dresdner Bank and 
Arianization in Germany,” written mainly by Dieter Ziegler. He 
examines the concept of arianization and compares it to the behaviors 
of Deutsche bank and Commerzbank. The theme of volume 3 is “The 
Expansion of the Dresdner Bank in Europe,” written mainly by Harald 
Wixforth. He describes the business motivation and expansion of the 
Dresdner Bank in the countries that were annexed and occupied by 
the Nazi regime. In volume 4, the whole series between 1933 and 1945 
is summarized in chronological order by Klaus-D. Henke.
紹介
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民営化に至る過程で，政府関係者が経営内容，
人事に介入したことが大きな原因であった。
またこれを利用して競争相手のドイチェバン
クに追いつき，追い越したいというドレスナー
バンク経営陣の機会主義的野望が見えてきた。
　ただしこの著作が強調しているのは，この
ことを追求したのは取締役会のすべての役員
だったわけではなく，ナチ党員となった二名
の役員，カール・ラッシェと終戦時に自殺し
たエミールＨ．マイアの二名が推進力であっ
たこと，ナチス体制に一定の距離を保った役
員もいて，全体の経営の実権は監査役会代表
のカール・ゲッツの下に集約されていたこと
等が判明した。彼はドイチェバンクの当時の
取締役会代表者であったオスヴァルト・レー
ズラーと同様に，1944年７月20日のヒトラー
暗殺計画に絡むクライザウ・サークル参加の
嫌疑で逮捕され，のちに釈放された。このこ
とは，ヒトラー個人とナチス体制に対する抵
抗運動が終戦間際に相当の広がりを見せてい
たことを物語る。しかしドレスナーバンクに
抵抗運動が実際にどの程度影響を及ぼしたの
かについての調査資料を筆者は目にしておら
ず，この点は今後さらに追及していかなけれ
ばならない。
　さらにこの著作は体制接近を強めたドレス
ナーバンクであったが，すべての面で体制の
言いなりになっていたわけではなく，経営上
の裁量権を保持しながら順応したことなど，
重要な指摘をしている。
　ただし，今回の作業はこの著作を執筆した
編集者と著者たちの執筆の目的と意図を鮮明
にすることであった。結論部分の抄訳はまだ
行っていない。この点に関しては出版社の許
可が得られなかったため，別の形で取りまと
めを行うことを考えている。

